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院長　永　井　庸　次

新  年  の  ご  挨  拶新  年  の  ご  挨  拶

　新年明けましておめでとうござい
ます。皆様方におかれましては清々
しい新年を迎えられたことと心から
お慶び申し上げます。
　昨年は診療報酬改定の他、市長選、

県議選、国政選挙がありましたが、社会保証制度の持続
性について将来展望が見えるようになれば良いと思いま
す。当院は2010年 6 月にリニューアルして 5年目を迎え
ますが、「地域を護る病院」として種々の改革を実行し
てまいりました。健全な経営のもとに初めて安心安全な
医療提供が可能になると私は確信しております。本年も
その道筋で行動していきたいと思っており、年明け早々
には事業継続計画（BCP）の一環として、新型インフル
エンザパンデミック発生時の国からの緊急事態宣言発動
後の実動訓練を地域のBCPとして行政、医師会等と一緒
に実施します。
　当院は現在病床が302床で、患者さんが常時255～260
名入院され、650名外来通院されています。当初計画は
外来患者700名の駐車場ですが、最近は30～60分の駐車
場待ちが曜日によっては続き、何とか代替駐車場の確保
等を対策しておりますので、しばらくご寛容のほどお願
いいたします。また、昨年10月から病床機能報告制度が
開始され、当院も高度急性期機能のICU・HCU20床、
急性期機能の 7 ： 1 病棟232床、回復期機能の50床を申
請しました。
　近いうちに県による医療・介護計画、地域医療ビジョ

ン、地域包括ケア等に基づく病床の増減が見えてくると
思いますが、問題は当地域が病床過剰地域に区分されて
おり、このままでは当院を含め病床増は期待できないと
いうことです。皆様方は本当に当地域で急性期病床、療
養型病床が足りているとお思いですか。医師数は人口10
万人当たり県で最下位、全国で 2番目に少ない地域でし
たが、この間当院を含め医師数は増加し、昨年は県では
鹿行地域に次いで少なく、全国でも 6番目に、看護師数
は未だ県では最下位、国でも13番目に少ない地域であり
ながら、それなりの医療が成立しているのは約半数の市
民の方が水戸地域の病院に通院・入院されているからで
す。2025年、私を含めて75歳以上の後期高齢者になりま
すが、この少子高齢化の時代に果たしてこのままの医療
提供体制で良いのでしょうか。私は高齢化時代こそ、
「地域の医療は地域で護る態勢」を整える必要があると
思います。
　私は、本年は当院を含めて、改めて官民一体となって
地域の予防・医療・介護・福祉全体の包括的ケア態勢を
考える年であると感じております。その意味で、私の本
年の願いは以下のとおりです。
1 ．地域包括病棟を考慮した100床以上の増床を含めた
　新中期計画の策定
2．在宅医療推進センタ（含む在宅療養支援診療所の検
　討）の更なる充実
3．教育・研修センタ（含む看護・リハビリ専門学校等
　の検討）の充実
4．健診センタの更なる門戸解放と充実
　最後になりますが、この 1 年間の皆様方、ご家族の
方々のご多幸とご健勝を祈念し、私からの新年のあいさ
つとさせていただきます。本年もご支援のほど宜しくお
願いいたします。

ひたちなか総合病院・総合健診センター休日のお知らせひたちなか総合病院・総合健診センター休日のお知らせ
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はひたちなか総合病院休日　○は総合健診センタ休日

【ひたちなか総合病院理念】
　「地域を護る病院」として説明責任を基本とした最新の技術とサービスを提供し患者さんが納得・満足される医療
を遂行する
【ひたちなか総合病院基本方針】
　「地域の皆さまの信頼と満足が私たちの生きがいです」のもとに、①急性期から回復期までの一貫した医療を充実
させて地域完結型医療を推進する②教育・研修を充実させて最新の医療技術を確立し、職員満足を向上する③説明責
任と最良のサービスを遂行し、患者満足を向上する④質を基盤とした総合的医療の質経営を実施し、持続成長可能な
病院にする　を実践する。
【2014年度品質目標】
・マクロ・メゾ・ミクロ構造に基づきMy PDCAを回す・医療のTQMツールを利用してTQC活動を活性化する・デー
タセンタ（アンサンブル・キャシエ）を活用する・業務支援管理を含め医療・看護のスマトラを推進する・教育・研
修センタを充実しがん診療連携拠点病院の認可を得る・地域IT連携により在宅医療と後方支援病院連携を推進する
・持続成長可能な病院運営をする



　地域の皆様が満足される病院を目指し、外来患者さん
アンケートを実施しました。実施は 9月 8 日と 9 日の 2
日間で、603名の回答をいただきました。
　また、病棟においては、退院患者さんを対象に10月の
1 ヶ月間アンケートを実施し、189名の回答を頂きまし
た。総合的な印象の設問結果を下図に示します。今回の
調査結果をもとに、よりよい病院となるよう努めてまい
ります。

総合健診センタ　保健師　岩谷　悦子
　COPDは別名タバコ病と言われており、原因の90％以
上は喫煙です。今回は年々増加傾向にあるCOPDについ
て説明します。
1．COPDとは？
　主にタバコによっておこる気道や肺の炎症性疾患で、
喫煙者、喫煙歴のある人に多い病気です。階段の上り下
りなど体を動かしたときに息切れを感じたり、慢性のせ
き、たんが主な症状で治療を受けずに放置しておくと
徐々に呼吸機能が低下し次第に重症化して行きます。
　日本人の40歳以上のCOPD有病率は8.6％、患者数は
約530万人と推定されています。厚生労働省の統計によ
ると2013年のCOPD死亡者数は16,443人で、増加傾向に
あり、死亡順位は全体で 9位となっています。
2．検査方法
　スパイロメーターという機械を使った呼吸機能検査に
よって行います。スパイロ検査は、COPDの診断には欠
かせない検査で肺活量と息を吐くときの空気の通りやす
さを調べます。
3．早期発見・早期治療が大切！
①治療の第一歩は、禁煙です。きっぱりタバコをやめる
　事が重要です。
②重症化予防のためインフルエンザや風邪などの感染症
　の予防が大切です。
③薬物療法、運動療法により、進行を抑え、症状を軽減
　することが可能ですが、更に重症になれば呼吸不全を
　起こし酸素療法が必要になります。
　早期発見、早期治療が重症化を防ぐ鍵となり、現在喫
煙している人のみならず、過去に10年以上喫煙していた
人も、症状が出る可能性が高いので留意が必要です。気
になる方は、早めに医師にご相談ください。
　当センタの人間ドックでは、スパイロメーターによる
呼吸機能検査を実施しています。
またオプションで、肺を更に詳しくみる『肺がんCT検
診』も実施しています。
　2013年の肺がんCT検診の結果ではCOPDを疑われる
方が 6％発見されました。喫煙している方は、新年を機
に禁煙を実行し、COPDの予防に努めていただきたいと
思います。

患者さん満足度調査結果が
まとまりました

患者さん満足度調査結果が
まとまりました

COPD（慢性閉塞性肺疾患）をご存知ですか？COPD（慢性閉塞性肺疾患）をご存知ですか？
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診療科 氏　　名 異　動　日

医師異動の紹介医師異動の紹介

外来：病院全体の評価（％）
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病棟：全体の評価（％）
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 当院の糖尿病教室は、内科 大西医師を中心とした院内
の専門スタッフで構成されたチームにより患者さんが必
要としている知識や情報をお届けできるように活動して
おります。どうぞご活用ください。
■主な学習内容（担当スタッフ）
 病態（医師）、フットケア・セルフカウンセリング
（看護師）、生活習慣・体重管理（保健師）、薬物療
法（薬剤師）、運動療法（理学療法士）、検査項目・
自己測定（臨床検査技師）、口腔ケア（歯科衛生士）、
食事療法（管理栄養士）
■2月の学習予定表

予定表は、内科外来の患者さんへ診察時に配布してお
ります。
日時等をご確認のうえお申込みください。
■参加対象者
　当院へ通院中の糖尿病患者さんとそのご家族。
■お問合せ先
参加方法、学習内容等、下記へお気軽にお問い合わせ
ください。
ひたちなか総合病院栄養室（直通）029－354－6349

「糖尿病教室」のご案内「糖尿病教室」のご案内

開催日

2月17日
（火）

時　　間
13：20～
13：50～
14：20～

病態講話（大西医師）
薬物療法（薬剤師）
運動療法（理学療法士）

内容（担当スタッフ）


